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二
八
の
三
、
四
三
二
九
の
一
、
大
字
西
金
字
蝙
蝠
岩

二
一
〇
五
の
三
、
字
初
神
沢
七
八
九
、
大
字
栃
原
字

仲
新
田
九
九
五
の
一
、
字
冥
加
沢
八
五
八
、
常
陸
太

田
市
上
大
門
町
字
逆
川
一
七
八
八
、
字
萱
野
一
七
八

八
の
一
、
町
屋
町
字
峯
田
一
七
一
四
、
下
宮
河
内
町

字
大
藤
六
一
六
、
字
上
中
沢
二
七
七
四
、
二
七
七
七

の
一
か
ら
二
七
七
七
の
三
ま
で
、字
風
呂
前
七
二
九
、

下
高
倉
町
字
大
平
六
四
四
の
二
、
字
三
ケ
草
一
〇
五

〇
、
字
南
ノ
沢
六
五
六
の
一
、
字
芳
ノ
入
八
七
八
の

一
、
花
房
町
字
青
木
山
一
六
三
二
、
一
六
六
七
、
字

砂
川
一
六
六
五
の
一
、
字
陳
城
山
一
〇
六
八
の
一
、

字
天
神
山
一
〇
七
二
の
一
、
一
〇
七
三
、
字
保
田
山

九
九
二
、
字
間
敷
谷
ツ
一
二
二
一
の
一
、
字
間
敷
谷

津
一
二
二
二
、
字
割
峯
九
七
一
の
一
、
玉
造
町
字
上

ノ
山
九
〇
一
、
九
〇
四
の
一
、
九
〇
七
、
高
柿
町
字

浅
川
九
一
九
、
九
二
〇
、
字
御
所
平
九
六
七
、
九
六

八
の
一
、
上
宮
河
内
町
字
田
代
三
四
八
六
、
上
高
倉

町
字
大
戸
中
一
八
一
二
の
一
、
一
八
二
〇
の
一
、
字

北
ノ
沢
一
五
七
三
、
字
権
現
平
一
七
八
四
の
一
、
字

竹
ノ
谷
津
一
七
九
九
の
二
、
字
戸
中
沢
二
〇
三
八
の

一
、
字
水
境
一
二
の
一
、
字
森
下
二
〇
七
六
の
一
、

字
屋
敷
入
九
七
三
の
一
、上
利
員
町
字
塙
二
八
の
一
、

字
山
口
一
七
六
六
・
一
七
七
一
（
以
上
二
筆
に
つ
い

て
次
の
図
に
示
す
部
分
に
限
る
。）、
一
七
七
三
、
赤

土
町
字
防
ケ
沢
一
一
四
の
一
、
一
一
六
の
三
、
一
三

一
の
一
、
字
向
谷
ツ
一
八
二
五
の
一
か
ら
一
八
二
五

の
四
ま
で
、
一
八
二
六
、
字
山
口
一
五
〇
八
の
一
、

一
五
〇
八
の
三
、
大
平
町
字
富
士
山
七
五
八
の
二
、

棚
谷
町
字
大
谷
津
二
〇
八
八
の
六
、二
〇
八
八
の
七
、

字
ゲ
キ
山
二
一
八
七
の
一
、
字
滝
ノ
沢
二
〇
三
九
の

一
二
、
字
滝
ケ
沢
二
〇
三
九
の
一
三
（
次
の
図
に
示

す
部
分
に
限
る
。）、
字
椴
木
八
津
二
〇
八
二
の
一
、

字
弁
天
谷
津
二
一
八
六
の
一
、
二
一
八
六
の
二
、
二

一
八
六
の
ハ
、
字
松
ノ
窪
三
五
四
の
三
、
三
五
四
の

四
、
竹
合
町
字
桐
谷
津
五
三
四
の
一
、五
三
四
の
二
、

字
小
金
谷
ツ
一
三
〇
四
の
一
、
字
船
見
一
三
三
七
の

一
、
一
三
四
一
の
一
、
一
三
五
〇
の
三
、一
三
五
五
、

字
丸
山
三
九
七
、
三
九
八
、
四
〇
五
の
一
、
四
〇
五

の
二
、
中
利
員
町
字
川
原
子
八
〇
二
の
二
、
字
新
衛

門
谷
ツ
五
〇
〇
、
字
狸
谷
津
八
〇
八
、
天
下
野
町
字

堂
ケ
谷
津
三
〇
一
五
の
一
、
三
〇
一
七
の
二
、
三
〇

二
〇
の
一
、
字
持
府
一
九
四
五
の
三
、
字
横
落
五
二

二
三
の
一
、
五
二
二
四
の
一
、
五
二
二
五
の
一
、
五

二
二
七
の
一

_

保
安
林
と
し
て
指
定
さ
れ
た
目
的

土
砂
の
崩
壊

の
防
備

`

変
更
後
の
指
定
施
業
要
件

１

立
木
の
伐
採
の
方
法

\

主
伐
は
、
択
伐
に
よ
る
。

]

主
伐
と
し
て
伐
採
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
立

木
は
、
当
該
立
木
の
所
在
す
る
市
町
村
に
係
る

市
町
村
森
林
整
備
計
画
で
定
め
る
標
準
伐
期
齢

以
上
の
も
の
と
す
る
。

^

間
伐
に
係
る
森
林
は
、次
の
と
お
り
と
す
る
。

２

立
木
の
伐
採
の
限
度

次
の
と
お
り
と
す
る
。

（「
次
の
図
」
及
び
「
次
の
と
お
り
」
は
、
省
略
し
、
そ

の
図
面
及
び
関
係
書
類
を
茨
城
県
庁
並
び
に
関
係
市
役
所

及
び
大
子
町
役
場
に
備
え
置
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。）

〇
国
土
交
通
省
告
示
第
千
二
百
一
号

土
地
区
画
整
理
法（
昭
和
二
十
九
年
法
律
第
百
十
九
号
）

第
七
十
一
条
の
三
第
十
五
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
条
第

四
項
の
規
定
に
よ
り
、
柏
崎
都
市
計
画
事
業
柏
崎
駅
前
土

地
区
画
整
理
事
業
の
施
行
規
程
及
び
事
業
計
画
の
変
更
に

つ
い
て
、
そ
の
関
係
図
書
を
次
の
よ
う
に
縦
覧
に
供
す
る

た
め
、
土
地
区
画
整
理
法
施
行
令
（
昭
和
三
十
年
政
令
第

四
十
七
号
）
第
三
条
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
と
お
り
告
示

す
る
。

平
成
二
十
三
年
十
一
月
二
十
一
日

国
土
交
通
大
臣

前
田

武
志

一

縦
覧
開
始
の
日

平
成
二
十
三
年
十
一
月
二
十
二
日

（
縦
覧
期
間
二
週
間
）

二

縦
覧
場
所

新
潟
県
柏
崎
市
駅
前
二
丁
目
二
番
四
十

一
号

独
立
行
政
法
人
都
市
再
生
機
構
柏
崎
都
市
再
生

事
務
所

三

縦
覧
時
間

午
前
九
時
三
十
分
か
ら
午
後
五
時
三
十

分
ま
で

〇
国
土
交
通
省
告
示
第
千
二
百
二
号

土
地
区
画
整
理
法（
昭
和
二
十
九
年
法
律
第
百
十
九
号
）

第
七
十
一
条
の
三
第
十
四
項
の
規
定
に
よ
り
、
独
立
行
政

法
人
都
市
再
生
機
構
が
施
行
す
る
土
地
区
画
整
理
事
業
の

施
行
規
程
及
び
事
業
計
画
の
変
更
の
認
可
を
し
た
の
で
、

第
七
十
一
条
の
三
第
十
五
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
条
第

十
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
と
お
り
告
示
す
る
。

平
成
二
十
三
年
十
一
月
二
十
一
日

国
土
交
通
大
臣

前
田

武
志

一

施
行
者
の
名
称

独
立
行
政
法
人
都
市
再
生
機
構

二

事
業
施
行
期
間

平
成
十
二
年
三
月
十
七
日
か
ら
平

成
三
十
年
三
月
三
十
一
日
ま
で

三

施
行
地
区

静
岡
県
沼
津
市
高
島
町
、
庄
栄
町
、
杉

崎
町
、
米
山
町
、
大
手
町
一
丁
目
、
大
字
三
枚
橋
の
各

一
部

四

土
地
区
画
整
理
事
業
の
名
称

東
駿
河
湾
広
域
都
市

計
画
事
業
静
岡
東
部
拠
点
第
一
地
区
土
地
区
画
整
理
事

業
五

事
務
所
の
所
在
地

静
岡
県
沼
津
市
大
手
町
一
丁
目

一
番
三
号

独
立
行
政
法
人
都
市
再
生
機
構
静
岡
東
部

都
市
再
生
事
務
所

六

施
行
規
程
及
び
事
業
計
画
の
認
可
の
年
月
日

平
成

十
二
年
三
月
十
七
日

七

施
行
規
程
及
び
事
業
計
画
の
変
更
認
可
の
年
月
日

平
成
二
十
三
年
十
一
月
二
十
一
日

〇
国
土
交
通
省
告
示
第
千
二
百
三
号

地
す
べ
り
等
防
止
法（
昭
和
三
十
三
年
法
律
第
三
十
号
）

第
三
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
地
域
を
地
す
べ
り

防
止
区
域
に
指
定
す
る
。

平
成
二
十
三
年
十
一
月
二
十
一
日

国
土
交
通
大
臣

前
田

武
志

一

北
海
道
鈴
川
（
２
）
地
す
べ
り
防
止
区
域

次
に
掲
げ
る
土
地
に
存
す
る
標
柱
一
号
か
ら
八
号
ま

で
を
順
次
結
ん
だ
線
及
び
標
柱
一
号
と
八
号
を
結
ん
だ

線
に
囲
ま
れ
た
土
地
の
区
域

北
海
道
虻
田
郡
喜
茂
別
町

字
富
士
見
台

一
六
二
番
一

一
号

一
六
九
番

二
号

一
三
二
番
二

三
号

一
三
二
番
一
五

四
号

一
九
八
番

五
号

字
鈴
川

七
四
番

六
号

四
二
番
九

七
号

三
一
一
番
地
先
河
川
敷

八
号

〇
国
土
交
通
省
告
示
第
千
二
百
五
号

地
す
べ
り
等
防
止
法（
昭
和
三
十
三
年
法
律
第
三
十
号
）

第
三
条
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
地
域
を
地
す
べ
り
防
止
区

域
に
追
加
指
定
す
る
。

平
成
二
十
三
年
十
一
月
二
十
一
日

国
土
交
通
大
臣

前
田

武
志

一

佐
賀
県
矢
筈
地
す
べ
り
防
止
区
域

次
に
掲
げ
る
地
番
の
土
地
に
存
す
る
標
柱
一
号
か
ら

標
柱
八
号
ま
で
を
順
次
結
ん
だ
線
及
び
標
柱
八
号
か
ら

平
成
十
四
年
国
土
交
通
省
告
示
第
四
百
六
十
号
で
指
定

し
た
矢
筈
地
す
べ
り
防
止
区
域
の
境
界
線
に
沿
っ
て
標

柱
一
号
に
至
る
線
に
囲
ま
れ
た
区
域

佐
賀
県
武
雄
市
西
川
登
町
大
字
神
六

字
笹
元

三
〇
〇
三
七
番
二

一
号

三
〇
〇
三
八
番
一
二
地
先
道
路
敷

二
号

三
〇
一
二
一
番
二

三
号

三
〇
〇
七
〇
番
一

四
号

三
〇
〇
五
五
番
一
地
先
道
路
敷

五
号

三
〇
〇
四
六
番

六
号

字
辰
石

三
〇
四
一
〇
番
地
先
道
路
敷

七
号

三
〇
五
二
四
番
七

八
号

〇
国
土
交
通
省
告
示
第
千
二
百
六
号

地
す
べ
り
等
防
止
法（
昭
和
三
十
三
年
法
律
第
三
十
号
）

第
三
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
地
域
を
地
す
べ
り

防
止
区
域
に
追
加
指
定
す
る
。

平
成
二
十
三
年
十
一
月
二
十
一
日

国
土
交
通
大
臣

前
田

武
志

一

島
根
県
下
本
郷
地
す
べ
り
防
止
区
域

次
に
掲
げ
る
土
地
に
存
す
る
標
柱
一
号
か
ら
三
号
ま

で
を
順
次
結
ん
だ
線
及
び
標
柱
三
号
と
一
号
を
昭
和
六

十
一
年
建
設
省
告
示
第
八
百
三
号
で
指
定
し
た
島
根
県

下
本
郷
地
す
べ
り
防
止
区
域
の
境
界
線
に
沿
っ
て
結
ん

だ
線
に
囲
ま
れ
た
区
域

島
根
県
益
田
市
久
城
町

一
二
五
七
番
四

一
号

一
九
七
番
三

二
号

二
二
九
番

三
号

〇
国
土
交
通
省
告
示
第
千
二
百
四
号

地
す
べ
り
等
防
止
法（
昭
和
三
十
三
年
法
律
第
三
十
号
）

第
三
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
地
域
を
地
す
べ
り

防
止
区
域
に
指
定
す
る
。

平
成
二
十
三
年
十
一
月
二
十
一
日

国
土
交
通
大
臣

前
田

武
志

一

島
根
県
福
野
地
す
べ
り
防
止
区
域

次
に
掲
げ
る
土
地
に
存
す
る
標
柱
一
号
か
ら
十
二
号

ま
で
を
順
次
結
ん
だ
線
及
び
標
柱
一
号
と
十
二
号
を
結

ん
だ
線
に
囲
ま
れ
た
区
域

島
根
県
松
江
市
鹿
島
町

恵
曇
字
福
野

五
三
〇
番
一
〇

一
号

二
〇
五
番

七
号

四
八
八
番

九
号

二
一
六
番
三

十
号

二
一
八
番

十
一
号

二
二
〇
番
地
先
道
路
敷

十
二
号

恵
曇
字
野
名

二
二
九
番
一

二
号

二
二
九
番
三

三
号

恵
曇
字
寺
尾

二
六
五
番
二

四
号

手
結
字
中
山

八
二
番
一
地
先
道
路
敷

五
号

五
番

六
号

恵
曇
字
魚
見
山

五
七
四
番
一

八
号
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